
第
九
十
九
回
毛
髪
供
養
祭
の
ご
案
内

残
暑
の
候
、
理
容
・
美
容
業
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
の
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　

扨
、
我
々
の
生
業
の
基
と
な
る
髪
の
毛
の
精
霊
に
感
謝
し
供
養
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

大
正
十
年
に
日
本
橋
の
理
容
店
主
ら
に
よ
っ
て
、「
毛
髪
供
養
祭
」と
い
う
行
事
が
創
始
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
大
震
災
、
太
平
洋
戦
争
に
も
絶
え
る
こ
と
な
く
、
本
年
は
第
九
十
九
回
の
供
養
祭
を
開
催
す
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

第
一
〇
〇
回
を
迎
え
る
来
年
に
は
、
盛
大
な
供
養
祭
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
現
状
の
日
本
橋

有
志
に
限
ら
ず
、
広
く
同
業
の
方
々
か
ら
も
ご
賛
同
を
得
た
い
と
思
う
次
第
で
す
。

そ
の
為
に
は
、
先
ず
は
地
元
の
理
容
・
美
容
室
の
方
々
に
、
こ
の
供
養
祭
を
知
っ
て
頂
く
こ
と
が

一
番
大
事
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ご
多
忙
の
中
、
甚
だ
恐
縮
に
存
じ
ま
す
が
、
今
年
は
左
記
の
日
時
で
執
り
行
い
ま
す
の
で
、

ご
見
学
旁
々
ご
参
加
頂
き
た
く
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

令
和 

六
年
八
月                              　
　
　
　

 

東
京
日
本
橋毛 

髪 

供 

養 

会

　
　
　
　

 　

九
月
十
六
日(

月･

休)

　
　
　
　
　
　
　
　

場
所　
「
安
国
院
」　

住
所 

市
川
市
市
川
三
ー
十
四
ー
十
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　

      　
　
　
　

電
話 

〇
四
七
ー
三
二
六
ー
三
二
三
二

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
一
時　

講
話　
（
安
国
院
内
・
橘
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
泉
山
安
国
院　

  

住
職　
　
　
　

中
山 
雅
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヘ
ア
サ
ロ
ン
大
野　

代
表
取
締
役　

大
野 

悦
司

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
二
時　

法
要　
（
本
堂
）　

供
養
碑 

参
拝


